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	転写活性化に関与する可能性のあるヒストンアセチルトランスフェラーゼ。ATMの機能に影響を与える可能性がある。転写活性化に関与する可能性のあるヒストンアセチルトランスフェラーゼ（PubMed:12397079, PubMed:22020126）。ATMの機能に影響を与える可能性がある（PubMed:15923642）。MSL複合体の一部として、ヌクレオソームヒストンH4のアセチル化に関与し、特にH4K16acを生成する（PubMed:16227571, PubMed:16543150, PubMed:21217699, PubMed:22547026, PubMed:22020126）。 NSL複合体の一部として、ヌクレオソームヒストンH4の複数のリジン残基におけるアセチル化に関与する可能性がある（PubMed:20018852, PubMed:22547026）。この活性はMSL複合体の活性（PubMed:20018852, PubMed:22547026）よりも特異性が低い。また、TP53/p53のLys-120をアセチル化することもできる。
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	HeLa 細胞溶解物中の KAT8 / MYST1 / MOF 発現のウェスタン ブロット解析。

